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 乳酸菌飲料（Ｒ１またはＬＧ２１）の容器は、堅牢

で小さく、完全に密閉できるので、溶解の実験に向い

ていると思う。家庭に協力してもらえば、基本的に無

料で入手できるのも助かる。 

 

 蓋を下にして激しく撹拌しても、液もれは全く見ら

れない。中に撹拌子（たとえば小さなビー玉）を入れ

ても良いだろう。「水 50mL を入れた時の重さ」「食塩

を 5g 入れた直後の重さ」「よく撹拌したあとの重さ」

の比較も可能だ。 

 

 「食塩（溶質）が溶けたか溶けていないか」という

判定は、このように容器の底をよく見ると良い。水に

溶けていない食塩の結晶は、必ず水に沈む。ビーカー

でもできる作業だが、斜めにすると食塩水がこぼれる

ことがある。この容器ならその心配はない。 

 

 それでも「溶けたか、溶けていないか」の判定は難

しい。撹拌時に発生した泡の存在が邪魔しているのだ。

「心配な場合は、見てあげましょう」と指示すると、

たちまち教師の前に列ができてしまう。そこで、理科

室の隅に蛍光灯を置き、その上で確認させることにし

た。容器を横に倒して、食塩の粒（結晶）が残ってい

ないかをよく観察するのだ。 

 この実験の結果は、必ず以下のようになる。教科書

にも全く同じ結果が載っている。 

 

【水 50mL（50g）に食塩を 5gずつ溶かした結果】 

①食塩 5g・・・溶けきる 

②食塩 5g＋5g（10g）・・・溶けきる 

③食塩 5g＋5g＋5g（15g）・・・溶けきる 

④食塩 5g＋5g＋5g＋5g（20g）・・・溶け残る 

 

 子どもたちは、この場合の溶解度（溶ける限界）は

「15g と 20g の間にある」と結論づける。これは正し

い理解だ。教師としては、当然（教科書にもある通り）

「溶け残りを溶かすには、どうずるか？」と新しい研

究課題（学習問題）を提示する。 

 

【子どもたちのアイデア】 

①もっとよくかき混ぜる（撹拌の時間を延ばす） 

②そのまま長時間放置する 

③水の量（溶媒）を増やす 

④食塩を細かくつぶしてから溶かす 

⑤水の温度を上げる 

 

 どのクラスでも、申し合わせたように（或いは台本

でもあるように）この５つが提案される。どれも子ど

もなりの根拠があり、面白いと思う。 


